
令和５年度 第１１回牧区地域協議会 次第 

 

日時：令和６年３月１９日（火） 

午後６時から 

会場：牧区総合事務所３０１会議室 

 

１ 開  会 

 

 

 

２ あいさつ 

 

 

 

３ 報告事項 

⑴ 令和６年度の牧区に関する事業について・・・・・・・・・・・・・資料No.1 

 

 

 

⑵ 令和５年度「灯の回廊」の開催結果について・・・・・・・・・・・資料No.2 

 

 

 

⑶ 宮口線の減便及び高谷平山線の運行経路等の一部変更について 

・・・・・・・・・・・・・・資料No.3-1～2 

 

 

 

⑷ 指定避難所の一部変更について・・・・・・・・・・・・・・・・・資料No.4 

 

 

 

４ その他（連絡事項） 

 ・各地域協議会からの意見書の提出について（津有区、吉川区） 

 ・「牧区地域協議会だより（第６０号）」３月２５日号発行について 

 

５  閉  会 



※令和6年3月上越市議会での議決をもって成立します。

※令和6年度当初予算額は、令和5年度からの繰越及び1月・3月の補正を含む。

No
区
分

担当課
（事業名）

個別事業名
区域

令和5年度
当初予算
（千円）

令和6年度
当初予算
（千円）

比較

（千円）

事業目的や事業概要
（事業内容、対象等）

9,346 10,232 886

2,541 4,892 2,351

1 継続
地域政策
課

【地域独自の予算】
「牧っていいね」を広げ
る情報発信事業（補
助）
実施主体：NPO 法人
牧振興会

牧区 306 334 28

○牧区を広く知ってもらうとともに、牧区の
若い世代が地域づくりに関わるきっかけを
つくるため、ホームページやＳＮＳ等を活
用し、イベントや日常の暮らし、住民の様
子などを発信する。

2 継続
文化振興
課

【地域独自の予算】
川上山里の風コン
サート（補助）
実施主体：川上地区協
議会

牧区 413 673 260

○地域の宝物として維持管理している「川
上会館」（旧川上小学校木造体育館、国
登録有形文化財）を活用し「川上山里の
風コンサート」を開催することで、地域の活
力維持と郷土愛を育む。

3 継続
観光振興
課

【地域独自予算】
地域活性化促進事業
（まき深山のともしび）
（補助）
実施主体：牧区地区協
議会連絡会議

牧区 787 783 △ 4

○冬の一大イベントである「灯の回廊　まき
深山のともしび」を牧区全体で取組み、賑
わいを創出するとともに、地域の魅力を発
信し区内外に交流の輪を広げる。

4 継続
観光振興
課

【地域独自予算】
沖見地区観光拠点づ
くり事業（補助）
実施主体：レストハウス
「けやき」周辺整備の
会

牧区 295 198 △ 97

○沖見地区の玄関口である「ふるさと村自
然と憩の森」を地域の観光拠点とするた
め、花の植栽や遊歩道の整備を行うことで
区内外からの来訪者を誘客する。

5 新規
農村振興
課

【地域独自予算】
「棚田のきらめき」事業
（補助）
実施主体：泉町内会

牧区 0 1,147 1,147

〇地域の連帯感や活力の向上、山間地の
棚田を中心とする役割や魅力等の発信、
交流人口の創出を図るため、泉集落の棚
田を会場に夏のライトアップイベント「棚田
のきらめき」イベントを開催する。

6 新規
農村振興
課

【地域独自予算】
牧区棚広産雪下キャ
ベツ「ゆきひめ」収穫
体験事業（補助）
実施主体：農事組合法
人棚広生産組合

牧区 0 127 127

〇地域資源である「雪」を生かした特産品
として、雪下キャベツ「ゆきひめ」を広くＰＲ
し、販路拡大につなげるため、収穫体験
等を通して、付加価値のある特産物である
ことを知ってもらい、交流人口の創出を図
る。

7 新規 農政課

【地域独自予算】
郷土料理伝承事業
（補助）
実施主体：ＮＰＯよもぎ
の会

牧区 0 359 359

〇昔ながらの郷土料理や伝統食を次世代
へ継承するため、郷土料理体験教室を開
催し、地域の食や食文化への理解を深め
る。

地域独自の予算

令和6年度 牧区に関する主な事業一覧

資料No.1

1



No
区
分

担当課
（事業名）

個別事業名
区域

令和5年度
当初予算
（千円）

令和6年度
当初予算
（千円）

比較

（千円）

事業目的や事業概要
（事業内容、対象等）

8 新規
農林水産
整備課

【地域独自予算】
イタヤカエデの山里づ
くり事業（補助）
実施主体：上越里山倶
楽部

牧区 0 90 90

〇牧区に自生するイタヤカエデ及び樹液
の加工品であるメープルシロップの活用に
よる地域振興を促進し、区内の新たな産
業や雇用の創出につなげるため、牧区全
体で地域活性化に取り組む意識の醸成を
図る講演会等を開催する。

9 新規
社会教育
課

【地域独自予算】
青少年健全育成体験
事業（補助）
実施主体：特定非営利
活動法人　牧振興会

牧区 0 495 495

◯体験型イベント（わんぱく村）を開催し、
子どもたちが普段できない体験活動を通
じて、「できた」の達成感や経験などの学
びと成長の場を提供する。

10 継続
社会教育
課

【地域独自予算】
「うたって・おどって・み
て」楽しい暮らしを応
援事業（補助）
実施主体：牧文化協会

牧区 113 109 △ 4

○牧文化協会主催による「夢まつり」を
開催し、「生涯学び続けることの楽し
さ」を伝え、文化活動参加者及び鑑賞
者の裾野を広げることで仲間づくりや
ふれあいを大切にする気持ちの醸成
を育む

11 継続
文化行政
課

【地域独自予算】
宮口古墳公園・遊歩道
維持管理事業（委託）
実施主体：市
提案：宮口古墳花の会

牧区 385 388 3

○宮口古墳公園の花壇等の植栽をは
じめ、丘陵部にある古墳群の周遊を図
る遊歩道等の維持管理を行い、古墳
群、資料館への誘客を促進するととも
に、幅広い世代へ憩いの場としての公
園活用により交流人口の拡大を図る

12 継続
文化行政
課

【地域独自予算】
郷土芸能伝承・保存事
業（補助）
実施主体：牧文化協会

牧区 242 189 △ 53

○古くから切光地域に伝えられてきた
「切光神楽」の伝承活動や記録保存
活動、機会を捉えた上映会の開催を
実施することにより、次世代の郷土芸
能への関心や地域への愛着を育む。

261,635 362,011 100,376

1 継続
交通政策
課

地域公共交通運行対
策費
・バス運行対策費補助
金

牧区 23,020 24,465 1,445

○児童・生徒の通学や高齢者の通院な
ど、市民の日常生活を支える重要な交通
手段である路線バスの運行に対し補助を
行い、生活交通を維持・確保する。
・路線バス宮口線　　24,465千円

2 継続
危機管理
課

消防施設管理費
・消防車点検管理費
・消防器具置場維持管
理
・消防水利施設（消火
栓・防火水槽）の維持
管理

牧区 1,579 1,694 115

○牧区に配置されている消防車12台の点
検管理、各消防器具置場の維持管理及
び消防水利の営繕修繕にかかる経費。
・消防自動車点検管理費　 　1,480千円
・消防器具置場維持管理費   　214千円

3 継続
多文化共
生課

町内会関係費 牧区 5,420 2,737 △ 2,683

○町内会活動に資する情報提供及び補
助事業により町内活動を支援し、活力ある
地域づくりを推進する。
・町内会事務委託　　　 2,407千円
・集会場整備費補助　     330千円(1集落)

4 継続
地域政策
課

地域協議会費 牧区 299 358 59

○地域協議会の活動を通じて、地域住民
の意見を市政に反映させ、市民主体のま
ちづくりの実現を目指す。

総務・地域振興グループ
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No
区
分

担当課
（事業名）

個別事業名
区域

令和5年度
当初予算
（千円）

令和6年度
当初予算
（千円）

比較

（千円）

事業目的や事業概要
（事業内容、対象等）

5 継続
地域政策
課

コミュニティプラザ管理
運営費

牧区 14,416 13,880 △ 536

○牧コミュニティプラザを拠点とし、地域住
民による自主的・自立的な地域づくり活動
を促進する。
・消耗品、光熱水費、施設管理委託料　ほ
か

6 継続
地域政策
課

地域振興事業
・牧区地域振興事業

牧区 1,471 1,471 0

○地域振興に資する事業の実施を通じ、
個性をいかした地域の活性化を図る。
・牧まつり補助金    　　1,471千円

7 継続
地域政策
課

中山間地域振興事業
・地域集落支援事業
・地域おこし協力隊活
用

牧区 7,702 8,925 1,223

○中山間地域における集落の暮らしを守
り、さらには集落の活力の維持・向上に向
け、集落の実情に応じた支援を行う。
・集落づくり推進員の配置     3,293千円
・地域おこし協力隊の活用    5,632千円

8 継続
施設経営
管理室

牧ふるさと村自然と憩
の森管理運営費

牧区 3,234 3,638 404

○豊かな自然と田舎の生活文化に触れる
憩いの場を提供することにより、交流人口
の拡大と地域の活性化を図る。

9 継続
施設経営
管理室

牧ふれあい体験交流
施設管理運営費

牧区 2,824 3,067 243

○都市と農村との交流事業、地域づくり事
業、食体験などの体験型観光施設として、
地域の特性及び資源を活用した都市部の
住民との交流促進を図る。（R2年度から随
時開館に変更。利用申込みは施設で毎週
火、金の午前9時から12時まで受付。
ファックス等でも可。）

10 継続
施設経営
管理室

観光施設等管理事業
・牧湯の里深山荘管理
運営費

牧区 23,686 22,690 △ 996

○当市を訪れる観光客や市民に安らぎと
憩いの場を提供し、市民の交流促進ととも
に観光客の増加を図る。
・指定管理委託料　　   　17,747千円
・修繕料　　　　　　　　  　　4,088千円
・通信費、機械借上料他　   383千円
・工事費（Wi-Fi設置工事） 　472千円

11 継続 道路課 道路維持費 牧区 0 26,301 26,301

○市道舗装の計画的な修繕を行う。
　・岩神新田線　L=310m   C= 7,821千円
　・神谷七森線  L=680m   C= 14,663千円
　・柳島樫谷線  L=110m   C= 3,817千円
※令和5年度債務負担により前倒しで実
施

12 新規 道路課 橋梁維持費 牧区 3,399 42,526 39,127

○吉坪橋（市道吉坪本線）について、点検
結果に基づき適切な修繕を行い、施設の
長寿命化を図る。
   令和5年度補正予算　42,526千円

13 新規 道路課 道路整備事業 牧区 0 4,631 4,631

○第3期道路整備計画に位置図けられ
た、老朽化が激しい道路側溝の改良な
ど、市道の整備を行う。
　・芋ノ坪高尾線　L=76ｍ

14 新規
河川海岸
砂防課

河川管理費 牧区 0 1,980 1,980

○被災した河川の復旧等を行うため、測
量設計を行う。
・牧区山口地内　N=1.0式

15 継続

農村振興
課（中山間
地域農業
対策室）

中山間地域等活性化
対策事業
・中山間地域等直接支
払交付金

牧区 114,685 121,294 6,609

○中山間地域集落の農業生産活動の取
組を支援し、中山間地域農業の振興を図
る。
協定農用地面積　455.9ha（R6見込）
※加算取組の増

16 継続
農林水産
整備課

農業用施設等維持管
理費
・多面的機能支払補助
金

牧区 17,723 15,190 △ 2,533

○中山間地域集落の農業生産活動の取
組を支援し、農業用施設等の維持管理を
図る。
協定農用地面積　282.4ｈａ（R6見込）
※協定数の減少6組織→4組織、取組予
定面積の減少
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No
区
分

担当課
（事業名）

個別事業名
区域

令和5年度
当初予算
（千円）

令和6年度
当初予算
（千円）

比較

（千円）

事業目的や事業概要
（事業内容、対象等）

17 継続
農村振興
課

川上笑学館管理運営
費

牧区 4,592 1,130 △ 3,462

○これまで指定管理業務を受託していた
地元団体「川上地区協議会」から、構成員
の高齢化を理由に指定管理継続辞退の
申し出があったことから、令和6年3月31日
をもって休止とし、今後、施設の新たな利
活用を検討していく。
・旅費　 3千円　　光熱水費　281千円
・浄化槽１１条検査手数料　　　9千円
・指定管理委託料　　　　　　 824千円
・有料道路使用料　　　　　　　13千円

18 継続
農林水産
整備課

土地改良事業
・ため池等整備事業
（棚広地区）

牧区 5,120 800 △ 4,320

〇県が事業主体となり、実施するため池等
整備事業に対して、市が事業費の一部を
負担する。
〇受益面積26.8ha、用水路改修6箇所
・県営ため池等整備事業負担金
　　　　　5,000千円×0.14（市分）
　　　　　5,000千円×0.02（地元分）

19 継続
農林水産
整備課

土地改良事業
・中山間地域農業農村
総合整備事業（牧地
区）

牧区 6,110 4,550 △ 1,560

〇県が事業主体となり、実施する中山間
地域農業農村総合整備事業に対して、市
が事業費の一部を負担する。
〇受益面積73.0ha、用水路改修6箇所、
暗渠排水7.0ha（東松ノ木、田島、棚広、泉
団地）
・県営中山間地域総合整備事業負担金
（実施設計調査費）
　　　　　　35,000千円×0.11（市分）
　　　　　　35,000千円×0.02（地元分）

20 継続
農林水産
整備課

森林総合研究所分収
林整備 牧区 1,705 2,750 1,045

〇分収造林の整備（牧区宇津俣地区）
〇横倉第一団地　除伐　A＝6.95ha
・委託料

21 継続
農林水産
整備課

農地、農業用施設災
害復旧費

牧区 10,029 6,168 △ 3,861

○災害の発生に対し、速やかな復旧を図
る。
○市の発注とし、災害復旧費費の補助労
務に係る費用を負担金として農地、農業
用施設ともに10％を地元から徴収する。
・上越市全体事業費（融雪災害等）
　　　　　　　　　　　　　　　　　35,000千円
〇公共災害
・棚広　用水取水口の復旧　  6,168千円

22 新規

ガス水道局
施設整備
課
南部営業
所

配水施設更新事業 牧区 14,621 51,766 37,145

〇配水池設備更新
　高尾、切光、今清水地内の4配水池の流
量計、水位計等の更新
○ポンプ場ポンプ整備更新
　老朽化したポンプ設備の更新

109,756 103,096 △ 6,660

1 継続 福祉課
民生委員・児童委員活
動費

牧区 615 615 0

○委員(11人分)の活動を支援し、要配慮
者を始め支援を必要とする市民が住み慣
れた地域で安心して暮らせる社会を実現
する。
・活動報償金　　608千円
　　1人　55,200円/年
・会長加算　7,000円/年

2 継続
高齢者支
援課

敬老祝賀事業
・敬老会

牧区 695 790 95

○長年地域に貢献してきた高齢者へ、市
と地域が感謝の意を表し長寿を祝福する
とともに、敬老会を実施することで、地域や
参加者同士の交流や高齢者の閉じこもり
予防を図る。
・1,300円/人×諸経費10％

市民生活・福祉グループ

区毎の積算なし
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No
区
分

担当課
（事業名）

個別事業名
区域

令和5年度
当初予算
（千円）

令和6年度
当初予算
（千円）

比較

（千円）

事業目的や事業概要
（事業内容、対象等）

3 継続
高齢者支
援課

生活支援ハウス運営
費
・牧高齢者等福祉セン
ター

牧区 5,560 4,420 △ 1,140

○冬期における自宅での生活に不安のあ
る高齢者等に対し、共同で生活できる場を
提供することにより、安心して健康的な生
活を送れるよう支援する。
・部屋数　10室
・会計年度任用職員報酬
・燃料費 　　　　　　　　　　　　ほか

4 継続
地域医療
推進室

牧医科診療所 牧区 61,023 55,608 △ 5,415

○国保診療所を開設することにより、中山
間地やへき地における地域医療を確保
し、地域住民の健康保持・増進及び医療
不安の軽減を図るとともに、市内の病院と
連携し、市民生活の安全・安心を確保す
る。

5 継続
地域医療
推進室

牧歯科診療所 牧区 41,863 41,663 △ 200

○国保診療所を開設することにより、中山
間地やへき地における地域医療を確保
し、地域住民の健康保持・増進及び医療
不安の軽減を図るとともに、市内の病院と
連携し、市民生活の安全・安心を確保す
る。

30,660 33,374 2,714

1 継続
学校教育
課

スクールバス等運行事
業

牧区 18,800 18,987 187

○公共交通の利用が困難な遠距離通学
する児童生徒の通学手段及び安全の確
保を図るため、スクールバスを運行する。

2 継続
社会教育
課

青少年教育活動事業 牧区 194 194 0

○青少年の健全育成にかかわる団体に補
助金を交付し、活動の活性化を図ることに
より、青少年の健全育成を推進する。
・牧っこを育てる会　　194千円
(※上越市青少年育成会議協議会経由で交
付)

3 継続
文化行政
課

歴史民俗資料館管理
運営費

牧区 3,890 2,079 △ 1,811

○宮口古墳群からの出土品を始め、歴
史・民族資料を適正に保管管理するととも
に、市民に公開する。
・開館時期　4月～11月
・牧歴史民俗資料館側草刈管理委託業務
ほか

4 継続
文化行政
課

文化財保存整備費 牧区 529 529 0

○県下最多を誇る365件の指定文化財の
適切な保存・伝承に努めるとともに、計画
的に新たな指定を行うことにより適切な保
護を図り、活用を促進する。
・高尾町内会(琴毘沙神社大ケヤキ) 16千
円
・小川町内会(風巻神社大杉) 13千円
・宮口古墳公園管理業務委託 500千円

5 新規
スポーツ推
進課

体育施設整備事業 全域 0 3,685 3,685

○牧プール利用者の大多数を占める小中
学生が快適に利用できるようにするため、
牧プールのトイレを洋式化する。
・牧プール管理棟トイレ洋式化：3,685千円

6 継続
スポーツ推
進課

体育施設管理運営費 牧区 7,247 7,900 653

○安全かつ快適なスポーツ環境を提供
し、スポーツ活動の普及促進と競技力の
向上を図る。
・牧区体育施設管理運営費
・牧プール管理棟エアコン設置ほか

教育・文化グループ
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令和５年度 灯の回廊の開催結果について 

 

〇 日 時  令和 6年 2月 17日（土）・24日（土） 17:00～21:00 

        2月 17日：牧区、浦川原区、三和区 

          2月 24日：安塚区、大島区、名立区、高士区 

 

〇 会 場  牧区、浦川原区、三和区、安塚区、大島区、名立区、高士区 

 

〇 主 催  牧まちづくり実行委員会、うらがわら雪あかりフェスタ実行委員会                             

       三和の自然と地域を育む会、安塚キャンドルロード実行委員会 

       大島雪ほたるロード実行委員会、輝く里不動の会 

       高士地区雪まつり実行委員会、上越市 

 

〇 来場者数  18,000人 

 （内訳） まき深山のともしび         2,100人 

安塚キャンドルロード        4,500人 

       大島雪ほたるロード          1,500人 

うらがわら雪あかりフェスタ    2,700人 

        高士ルミネ           5,500人 

不動ミニキャンドルロード      500人 

雪と灯の饗宴         1,200人 

 

     【参考】全体の入込客数 

 ・令和 2年度   7,970人（コロナ禍） 

・令和 3年度  11,930人（コロナ禍）  

            ・令和 4年度  14,380人 

 【参加者の声】 

  ・小雪にもかかわらず、工夫を凝らすなど季節を楽しむ心が伝わってきました。 

  ・近くで打ち上げられた花火が見応えがあり、大変きれいでした。                            

・シャトルバスで区内を巡回できパークの様子を見られてよかった。とてもきれいでした。 

 

【牧区会場別入込人数等】                        （人） 

 会場名 場所 R2 R3 R4 R5 

１ ふるさと村茶屋 池舟 400 500 550 600 

２ 深山茶屋 牧湯の里深山荘 300 150 200 200 

３ 棚広茶屋  棚広  0 0 0 200 

４ 牧っこ茶屋 コミプラ前 500 800 900  

 計 1,200 1,450 1,650 2,100 

 作成スタッフ 牧区全域 590 600 540 410 

合 計 1,790 2,050 2,190 2,510 
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【改正後】 

 

宮口線の減便について 

１ 概要 

「自動車運転者の労働時間等の改善のための基準（改善基準告示）」の改正（令和 6年 4 月 1日施行）に

より、運転士の拘束時間の上限引下げや休息時間の引上げ等の見直しが行われることとなる。くびき野バス

においても運転士の数が限られる中で、基準の改正後は現在の運行ダイヤを維持することが困難なことか

ら、基準に沿った運行体制を構築するためのダイヤ改正を行うもの。 

 

２ ダイヤ改正案 

  〇ダイヤ改正の目的 

･･･土休日ダイヤ（※）について、減便や運行時刻の変更を行い、運転士の 1 か月の労働時間を改正後

の基準に適合するよう調整する。 

（※）土休日ダイヤ･･･土曜日、日曜日、祝日、8/15・16及び 12/29～1/3に運行するダイヤ 

   

〇ダイヤ改正案の内容 

   ･･･現在、土休日ダイヤにて運行している宮口線について減便を行うとともに、発車時刻の変更を行う。 

    ＜減便対象＞ 

路線名 便数 
始発 終着 

地点 発時刻 地点 着時刻 

宮口線 
５ 高田駅前案内所 １７：２５ 牧小学校前 １８：０７ 

４ 牧小学校前   ８：０１ 高田駅   ８：４２ 

 

３ ダイヤ改正案詳細 

  〇宮口線 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高田駅前案内所  牧小学校前 

  ９：１５ →   ９：５５ 

１２：３５ → １３：１５ 

１５：００ → １５：４０ 

１６：５５ → １７：３５ 

減便 

便数 高田駅前案内所  牧小学校前 

１   ９：１５ →   ９：５５ 

２ １２：３５ → １３：１５ 

３ １３：４０ → １４：２０ 

４ １６：２０ → １７：０２ 

５ １７：２５ → １８：０７ 

便数 牧小学校前  高田駅 

１   ７：０５ →   ７：４５ 

２   ８：０１ →   ８：４２ 

３ １１：０７ → １１：４７ 

４ １５：４０ → １６：２０ 

牧小学校前  高田駅 

  ７：０５ →   ７：４５ 

減便 

１１：０７ → １１：４７ 

１５：５０ → １６：３０ 

【現行時刻】 
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牧区市営バス「高谷・平山線」運行経路等の一部変更について 

 

 

 

１ 概要 

   牧区市営バス「高谷・平山線」について、より安全な運行を確保するため、運行経路

及びダイヤの一部改正を行うもの。 

 

２ 改正案 

 ○改正理由 

   牧区市営バス「高谷・平山線」の切光入口～切光間(0.9㎞)の市道は、下り坂が急勾 

配で特に冬期間は積雪や路面凍結によりバスがスリップする危険性が高い。安全運行

の観点から勾配が緩い市道へ経路を変更するもの。 

 

  ○改正内容 

  ・運行経路の変更…「切光入口～切光間（0.9㎞）」を「切光入口～片町～切光上～切光 

（3.6㎞）」に変更する。 

※別紙の牧区市営バス定時便路線図<令和 6年 4月 1日 

改正(案)>を参照 

  ・停留所の新設… 切光上停留所を新たに設置する。 

                ※別紙の牧区市営バス定時便路線図<令和 6年 4月 1日 

改正(案)>を参照 

  ・ダイヤの改正… 各便とも出発時間を 4分早める。 
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牧区市営バス定時便路線図（令和6年4月1日改正<案>）
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牧コミュニティプラザ・牧体育館を指定避難所と 

している町内会の皆さんへ 

（宮口・山口・荒井・東荒井・落田・柳島・東松ノ木 

 小川・雨露・国川・樫谷・岩神・田島・下昆子町内会） 

令 和 ６ 年 ３ 月 

牧区総合事務所 

 

 

避難先（指定避難所）の受入れ町内会の追加について 

 

○ 内 容 

   川上笑学館が令和 6 年 3 月 31 日をもって休止になることに伴い、これまで指定

避難所「川上笑学館」を避難先としていた 5 町内会のうち、泉・今清水・片町の 3

町内会が、令和 6 年 4 月 1 日（月）から下記のとおり牧コミュニティプラザ・牧体

育館に加わりますのでお知らせします。 

 

記 

 

【牧コミュニティプラザ・牧体育館を指定避難所としている町内会】 

令和 6 年 3 月 31 日（日）まで 

 

令和 6 年 4 月 1 日（月）から 
 

・宮 口 ・山 口 ・荒 井  

・東荒井 ・落 田 ・柳 島 

・東松ノ木 ・小 川 ・雨 露   

・国 川 ・樫 谷 ・岩 神 

・田 島 ・下昆子 

 

・宮 口 ・山 口 ・荒 井  

・東荒井 ・落 田 ・柳 島 

・東松ノ木 ・小 川 ・雨 露   

・国 川 ・樫 谷 ・岩 神 

・田 島 ・下昆子  

・泉   ・今清水 ・片町 

 

 

 

 

 

 

 

 

14 町内会 17 町内会 
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高谷・切光・泉・今清水・片町町内の皆さんへ 

令 和 ６ 年 ３ 月 

牧区総合事務所 

 

 

避難先（指定避難所）の変更について 

 

○ 変更内容 

   川上笑学館が令和 6 年 3 月 31 日をもって休止になることに伴い、これまで指定

避難所「川上笑学館」を避難先とされていた 5 町内会の皆さんについて、令和 6 年

4 月 1 日（月）から下記のとおり避難先を変更しますのでお知らせします。 

 

記 

 

3 月 31 日（日）までの 

避難先（指定避難所） 

 
令和 6 年 4 月 1 日（月）から 

 
町内会名 

新たな避難先 

（指定避難所） 

川上笑学館 

 
高谷町内会 

切光町内会 
高谷活性化センター 

 

泉町内会 

今清水町内会 

片町町内会 

牧コミュニティプラザ 

牧体育館 

 

 

 

 

 

 

 

    


